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2 平成 22 年度 実績報告 





































































































































 概算要求プロジェクトで開発する HA-PACS システムのベースクラスタシステムは、PACS-CS
システムのフロントエンドシステム(FCS)の予算を流用して調達することとし、この部分を学内負
担としている。当該年度においては、このベースクラスタシステム（フロンティア計算機システ
ム:FCS）についての調達作業を開始した。なお、このシステムについては、平成 24 年 1 月の稼
働を目標として進めている。 
 




















































教授 青木 慎也，宇川 彰（計算科学研究センターフェロー）, 金谷 和至（共同研究員） 
准教授 石塚 成人，蔵増 嘉伸, 吉江 友照 
主任研究員  石井 理修 
講師 谷口 裕介 





が導入されたのを契機として新たに立ち上げられた研究グループ PACS-CS Collaboration に参加してい








ラの構築を主導するために、｢High Performance Computing Infrastructure(HPCI)戦略プログラム」が文部
科学省により推進されている。HPCI戦略プログラムの 5つの戦略分野の 1つとして、青木が統括責任者
を務める、分野 5「物質と宇宙の起源と構造」が採択され、2010 年度にはその準備研究を行った。分野 5
の戦略プログラムを実施する機関は、青木が拠点長を勤める「計算基礎科学連携拠点」






  当センターでは、平成 17年度から 3ヶ年計画で特別教育研究経費（拠点形成）を受けて開発・製作が
進められてきた超並列クラスタ計算機 PACS-CS（計算ノード数 2560、ピーク演算性能 14.3Tflops）が平成
18年 7月から稼働を開始した。PACS-CS Collaborationは PACS-CSを主要な計算設備として格子 QCD




domain-decomposed HMC（DDHMC）アルゴリズムと polynomial HMC（PHMC）アルゴリズムを組み合わ
せることによって 3 種類（up、down、strange）の軽いクォークをその物理的質量（物理点）において動的に






（１） 1+1+1 フレーバーQCD+QED シミュレーションの開発と物理点における体積効果の検証 （蔵増，
浮田、中村、滑川） 
次のステップとして平成 22 年度は２つの大きなテーマに取り組んだ。一つは 1+1+1 フレーバー












 x 64であったが、T2K-Tsukubaを利用した計算では、格子サイズは 644であり、空間体積は 8倍にな
っている。図 1はハドロン質量および πメソン、Kメソン崩壊定数の実験値との比較を表している。up-down
クォーク質量、strange クォーク質量、格子間隔を決定するためのインプットは π メソン、K メソン、Ω バリオ
ンの質量であり、今後 reweighting 法を用いたクォーク質量の物理点へのチューニングが必要であること
がわかる。また、ρ メソン質量と Δ バリオン質量の実験値からのズレが他のハドロンに比べて顕著であるが、
それらは実験的には共鳴状態であることが知られており、その効果は図中の結果には取り入れられてい
ない。その他のハドロンに関しては、実験値とのズレは最大で数%程度である。 












この研究では、J(PC)=1(--)の共鳴状態である ρ 中間子の研究を、2 体 π の散乱位相から行った。ρ 中間
子の研究はこれまで、動的クォークとして u, d クォークのみを扱った研究しかなかった。この研究では更
に s クォークの効果をとりいれ、より現実に近い状況で研究を行った。数値計算は、PACS-CS グループ 
によって生成されたゲージ配位(a=0.0907 fm, L=2.9 fm) の中で、クォーク質量 : mπ=410 MeV と 300 
MeV の二つの質量のもとで行った。散乱位相からP-wave の有効長公式を用いて,それぞれの質量での 
ρππ有効相互作用定数を求めた。我々の得た相互作用定数の結果は、mπ=410 MeVでは g=5.53 (0.38)、
300 MeV では g=5.98(0.56) である。これらから相互作用定数のクォーク質量依存性が、非常に小さい
ことがわかった。また、これらの値から実際のクォーク質量 (mπ=140 MeV) での ρ中間子の崩壊幅を評価




（３）格子 QCDによる原子核の直接構成 （宇川、蔵増、山崎） 
  格子 QCD による原子核の直接構成の研究は平成 21 年度にヘリウム原子核の束縛エネルギー計算
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算を行った。散乱状態と束縛状態を識別するためには、2 核子系のエネルギーと 2 個の自由核子エネル
























  HAL QCD Collaborationは、格子 QCDを用いてフレーバーSU(3)対称極限な世界におけるバリオン




















【３】有限温度•有限密度 QCDの研究 （青木，金谷） 
（１）固定格子間隔アプローチと T-integral 法による状態方程式の研究 
  平成 20 年度に開発した T-integral 法に基づく固定格子間隔アプローチは、様々な温度のシミュレー
ションを、一つの格子スケールで実行する方法で、計算時間を大幅に抑えつつ、精度の高い有限温度計
算を遂行する可能性を拓いている。平成２0年度にクエンチ近似による試験研究で方法としての有効性を




ークとして初めて、Nf = 2 + 1の状態方程式の計算に成功した。 
 






























サイズの制限により明確な結論は得られなかったが、少なくとも臨界温度の 1.4 倍 の温度まで、J/Ψなど






















  格子 QCD シミュレーションの基礎データである配位を国際規模で共有する International Lattice Data 
Grid (ILDG) プロジェクトに参画し、システムの構築・改良に携わった。ILDG に投入する配位のメタデー
タを半自動的に収集するシステムの構築プロジェクト (Metadata Capture Project) をエジンバラ大学と共
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Schroedinger functional scheme」, 国際シンポジューム「From Quarks to Supernovae」, 静岡県
賀茂郡東伊豆町奈良本, Nov. 28-30, 2010 
5. 石塚 成人 「Lattice QCD calculation of the rho meson decay width」,国際シンポジウム「From 
Quarks to Supernovae」 ( 熱川ハイツ, 静岡県, 2010 年 11 月 28 日-30 日) 
6. K. Kanaya 「QCD thermodynamics with Wilson-type quarks」, Japanese-German Seminar 2010 
"Lattice QCD confronts experiments" (Mishima, Japan, Nov. 4-6, 2010) 
7. 吉江 友照 「Status Report: JLDG」, The 16th International Lattice Data Grid Workshop (Video 
workshop hosted by Boston Univ., March 5, 2011) 
8. 藏増 嘉伸「Current Status and Future Perspectives in Lattice Gauge Theories」, 次世代格子ゲー
ジシミュレーション研究会 (理化学研究所, 和光市, 2010 年 9 月 24-26 日） 
9. 藏増 嘉伸「エクサスケールコンピューティングで基礎科学が目指すもの」, 2011 年ハイパ
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フォーマンスコンピューティングと計算科学シンポジウム (産業技術総合研究所, つくば市, 
2011 年 1 月 18-19 日） 
10. 石塚 成人 「Calculation of rho meson decay width from the PACS-CS configurations」,日本物理
学会 ( 九州工業大学戸畑キャンパス, 北九州市, 2010 年 9 月 11-14 日) 
11. 滑川 裕介「Charm quark system on the physical point in 2+1 flavor lattice QCD」, “New Hadrons'' 
Workshop 2010 (理化学研究所, 和光市, 2011 年 2 月 28-3 月 1 日） 
12. 谷口 祐介 「Nf=2+1 QCD における Schroedinger functional scheme を用いた非摂動論的な繰
り込み」,日本物理学会 2010 年秋季大会, 2010 年 9 月 11-14 日, 九州工業大学 
13. 青木 慎也 「次世代スパコンの目指すもの」&「私から見た次世代スパコン」,シンポジウム
『次世代スパコンで展開が期待される素粒子物理学』、北陸信越地区素粒子論グループ合宿
研究会、2010 年 5 月 23 日 
14. 吉江 友照 「計算素粒子物理学のデータ共有基盤 JLDG の高度化」,平成 21 年度 CSI 委託事
業報告交流会（学術総合センター, 東京, 2010 年 6 月 21 日） 
15. 吉江 友照 「Hepnet-J/sc 報告」, Hepnet-J ユーザー会 （東大宇宙線研究所神岡研究施設, 神
岡, 2010 年 10 月 30-31 日） 
 
5. 連携・国際活動・社会貢献、その他 
1. 青木慎也 他, 科研費新学術領域研究「素核宇宙融合による計算科学に基づいた重層的物質構造の
解明」主催国際シンポジウム”From Quarks to Supernovae'' (熱川ハイツ, 伊豆, 静岡, 2010年 11月
28-30日)参加者 約 80名 
2. 青木慎也 他, 科研費新学術領域研究「素核宇宙融合による計算科学に基づいた重層的物質構造の
解明」レクチャーシリーズの主催 第一回 2010年 6月 9-10日  東京大学 理学部, 東京 第二回 
2010年 12月 15-16日 京都大学 基礎物理学研究所, 京都 
3.  金谷 和至 他, 日本学術振興会 二国間交流事業 日独セミナー「格子 QCDの新段階 --- 実験の
再現から予言へ（Lattice QCD confronts experiment）」 (三島市・三島商工会議所会館, 2010年 11月
4-6日)参加者 44名（内、ドイツ 13名、米国 3名） 
4. 金谷 和至 他, 国際ワークショップ「有限温度有限密度 QCDの非摂動論的展望（Nonperturbative 
aspects of QCD at finite temperature and density）」 (筑波大学計算科学研究センター, 2010年 11月
8-9日) 参加者  43名（内, 海外 7 ヶ国 12名） 
5. 金谷 和至 他,  Asian School on Lattice Field Theory 2011 (Tata Institute of Fundamental Research, 
Mumbai, India, 2011年 3月 14-25日) 参加者  約 40名 
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力学コード START (SPH with Tree-based Accelerated Radiative Transfer)の開発，Tree 法を利用した輻
射輸送計算のメッシュ法への応用，Vlasov－Poisson 方程式系を用いた自己重力系の数値シミュレ






【１】 FIRST プロジェクト 
（１）宇宙シミュレータ FIRST 









ションのためには，物質・光の計算性能が数 Tflops，重力計算性能が数 10Tflops の計算機を必要
とする。我々は，これを実現するために，PC クラスタに新規開発したサーバ組み込み型の重力計
算専用ボード Blade-GRAPE を埋め込んだ 宇宙シミュレータ FIRST を完成させた。 
FIRST は，256 の計算ノード，2 つの管理ノード，3 つのファイルサーバ，および Gfarm ファイ
ルシステムからなる。計算ノードのうち，16 ノードは 32 ビット型 Blade-GRAPE を有し，224 ノ




3.1TFLOPS，Blade-GRAPE 部分 33TFLOPS である。また，主記憶容量は総計 1.6TB である。 
 
（２）大質量ブラックホール多体系におけるブラックホールの合体成長 
多くの銀河中心には 106 から 109 太陽質量の大質量ブラックホール(SMBH) が存在する。銀河
はより小さな銀河同士の衝突合体によって形成されたため，その中にあるブラックホールも合体
成長した可能性があるが，それらのブラックホールの合体成長過程は明らかになっていない。  
SMBH 同士が合体するにはそれぞれの軌道角運動量を抜く必要がある。２つの SMBH だけで合
体することは難しい。SMBH の軌道角運動量を抜く機構の１つは銀河の星による力学的摩擦であ
るが，２つの SMBH 間距離が収縮すると，SMBH の間を通る星がなくなるため力学的摩擦が効か
なくなり，SMBH 間距離の収縮が止まるからである(Begelman et al.1980; Makino, Funato 2004)。も
う１つ SMBH が銀河内に存在すると，その SMBH が２つの SMBH の軌道角運動量を持ち去るた
め，２つの SMBH は合体できる(Iwasawa et al.2006)。より多くの SMBH が銀河内に存在する場合，




ホールが形成されることを明らかとなった（Tanikawa & Umemura 2011）。 
 
（３）宇宙論的ライマンアルファ輝線天体モデルの構築 
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ライマンアルファ輝線天体 (LAEs) は，活発な星形成を起こしている天体であり，赤方偏移 0




スペクトル生成コード 'PEGASE'を用いて SED の計算を行った。ライマンアルファ光度について
は，ダスト吸収の効果も考慮した。 結果として， ライマンアルファ輝線天体には，大きく 2 種
類のものが存在することが明らかになった。一つは比較的質量が軽く（≈1010M☉程度），銀河進化
の極初期の星形成フェーズにある天体であり，もう一つは質量が重く（≈1010-12M☉），初期の星形
成期を終了した後，ガスが降着して星形成を誘起する天体である。前者を Type 1 LAE, 後者を
Type 2 LAE と名づけた。また，これら 2 つのタイプで空間相関や予想される色光度を計算した結
果，Type 2 LAE は近赤外の波長で観測される天体と空間相関がよく一致する事がわかった
（Shimizu & Umemura 2010）。 
 
（４）高赤方偏移銀河のサブミリ波特性と ALMA での検出可能性 


















年度～平成 24 年度，代表 森正夫）に基づき，銀河の標準進化模型を構築すべく銀河形成・進化


























































































































































接取り扱うことは出来ず，温度 104 度, 密度 nH≈0.1cc-1 程度の温かいガスで星形成が起こると仮
定していた。そこで，100 度以下，密度 nH が 100 cc-1 以上の低温高密度ガスを扱える高分解能
シミュレーションを行い, 銀河の合体時に励起される星団形成について調べた. その結果, 合体
の最終段階で銀河中心に複数の巨大星団が形成されることが明らかになった. これは赤外線で明
るい銀河である ULIRG や LIRG によく見られる multiple-nuclei に酷似しており, multiple-nuclei 










（１）TREE 構造を用いた高速輻射流体スキーム START の開発 
輻射は物質との相互作用を通じて，ガスの化学進化や力学進化に影響を与える。このような過
程を矛盾無く解く為には，輻射輸送計算と流体力学計算をカップルさせた輻射流体計算が必要と
なる。そのような輻射流体計算法の一つに Radiation Smoothed Particle Hydrodynamics (RSPH)法と
いうものがある(Susa 2006)。この手法では，放射源一つにつきおおよそ O(N)(N は SPH 粒子数)の
計算量で輻射輸送計算が可能となる。我々は，この計算法を用いて種族 III 星からの紫外線フィー







ツリー構造によって大幅な加速を実現し，新たな輻射流体力学コード START (SPH with Tree-based 
Accelerated Radiative Transfer)を開発した。このコードを用いることにより，これまで正確に扱う
ことのできなかった散乱光子を近似なく扱うことが可能になった。この手法では，放射源の数を
Ns とした場合，1 ステップ当たり Nlog(Ns)のオーダーの計算量で輻射流体計算をする事が可能と












速に計算する方法を開発した。これは粒子法である Smoothed Particle Hydrodynamic (SPH) 法に対






の重力相互作用を計算する N 体シミュレーションが広く採用されてきたが，N 体シミュレーショ
ンには人工的な二体緩和が起きたり，速度分散が大きな系については速度分散による密度揺らぎ
の減衰といった効果をうまく再現できなかったりという弱点があった。我々は無衝突ボルツマン








 General Purposed GPU (GPGPU)は次世代の数値シミュレーションにおける重要な技術要素とし
て注目されている。我々は，NVIDIA 社の GPGPU と開発言語 CUDA を用いて自己重力多体系の
N 体計算と輻射輸送計算の高速化を行った。N 体計算では，FIRST に搭載されている Blade-GRAPE
を凌駕する性能を得ることができたが，ホスト計算機と GPGPU の間の PCI-Express での通信によ
るオーバーヘッドの為に少ない粒子数では Blade-GRAPE と同様に性能の劣化が見られた。
PCI-ExpressのコントローラがCPUに統合されている Intel の Sandy Bridge アーキテクチャのマシ
ンに GPGPU を搭載した場合には少粒子数でもかなり性能が向上することが分かった。輻射輸送




算と比較して輻射輸送計算を 150 倍程度，化学反応計算を 20 倍程度高速化することに成功した。 
 
（５）Advanced Vector  eXtension を用いた N 体計算の高速化 
 Intel 社が新しく発表した Sandy Bridge アーキテクチャに基づく CPU に実装されている
Advanced Vector eXtension (AVX)命令セットを用いて，衝突系・無衝突系の N 体計算の高速化を行
った。従来の Streaming SIMD Extension (SSE)命令を用いた高速化よりも，更に高速化することに













・基盤研究（Ｓ）：梅村 雅之 (代表者)（継続） 
「第一世代天体から原始銀河に至る宇宙暗黒時代の解明」 (1,120 万円)  
・基盤研究（Ａ）：森 正夫 (代表者)（継続） 
「理論と観測の融合による銀河発生学の探求」 (560 万円) 
・挑戦的萌芽研究 ：吉川 耕司 (代表者) (継続)  
「6 次元ボルツマン方程式による自己重力系の数値シミュレーション」(90 万円) 
・若手研究（スタートアップ）：岡本 崇 (代表者) (継続)  
「三次元輻射流体シミュレーションで探る銀河形成の物理」 (60 万円) 
・若手研究（B）：川口 俊宏 (代表者) (継続) 
「原始活動銀河核のブラックホール・銀河共進化究明と偏光Ｘ線放射予測」(80 万円) 
・基盤研究（C）：川口 俊宏 (分担者) (代表者：峰崎 岳夫）(新規) 
「活動銀河核多波長モニターデータベースと活動銀河核変光・放射機構の研究」(10 万円) 
・ プレ戦略イニシアティブ：森 正夫 (代表者) (新規) 
「アクセラレータによる銀河輻射流体力学の幕開け」(450 万円) 
・研究活動スタート支援：川勝 望 (代表者) (新規)  
「多階層連結モデルによる超巨大ブラックホール形成と進化の解明」 (146 万円) 
 






1. 扇谷 豪  
超新星爆発のガス加熱による重力場変動のダークマターハロー中心密度分布への影響 
2. 中村 繁幸 
銀河風と矮小銀河の形状の関係について 
3. 三木 洋平 
銀河衝突による銀河進化と活動銀河中心核への影響に関する理論的研究 
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＜解説記事＞ 
1. 川勝 望, 和田 桂一  (2011), 銀河中心における超巨大ブラックホール形成の解明に向けて～多
階層モデル構築の重要性～, 日本物理学会誌, 66, 285-289 
 
＜研究会開催＞ 






日本天文学会"活動銀河核"日本天文学会秋季年会, 金沢大学, 2010 年 9 月 13～16 日 
 
＜国際会議発表・海外講演＞ 
1. Umemura, M., First Stars and GRBs, and their Cosmological Impacts, Deciphering the Ancient Universe 
with Gamma-Ray Bursts (19-23 April 2010, Kyoto, Japan) (Invited) 
2. Mori, M., Metal Enrichment in a Supernova-dominated High-z Galaxies, Deciphering the Ancient 
Universe with Gamma-Ray Bursts (19-23 April 2010, Kyoto, Japan) (Invited) 
3. Ogiya, G., and Mori, M., The Core-Cusp Problem in Cold Dark Matter Halos and Supernova 
Feedback, Deciphering the Ancient Universe with Gamma-Ray Bursts (April 19-23, 2010, 
Kyoto, Japan)(Poster) 
4. Miki, Y., Mori, M., and R. Michael Rich, Deciphering the Ancient Universe with Gamma -Ray 
Bursts (19-23 April 2010, Kyoto, Japan) 
5. T. Yoshida, K. Ebisawa, K. Matsushita, M. Tsujimoto, and T. Kawaguchi, A statistical study of 
long-term variabilities of ultraluminous X-ray sources, Ultra-Luminous X-ray sources and 
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Middle Weight Black Holes (May 23-25, 2010, Madrid) 
6. Kawakatu, N., Wada K, What determines AGN activity ?: Important of circumnuclear disk, 
Central Massive Objects: The Stellar Nuclei-Black Hole Connection (Jun.22-25, 2010, Munich, 
Germany) 
7. Mori, M., Chemical and dynamical evolution of high-z galaxies, Probing the High Redshift 
Universe in COSPAR Scientific Assembly (18-25 July 2010, Bremen, Germany) 
8. Mori, M., Chemical and dynamical evolution of Lyman alpha emitters and Lyman break 
galaxies, 11th Symposium on Nuclei in the Cosmos (19-23 July 2010, Heidelberg, Germany)  
9. Miki, Y., Mori, M., and R. Michael Rich, The 4th Japan-Korea Young Astronomers Meeting 
2010 (26-28 August 2010, Kanagawa, Japan) 
10. Umemura, M. Yoshikawa, K., Hasegawa, K. and FIRST Project Team, 6-Dimensional Numerical 
Astrophysics by Next Generation Supercomputing, 4
th
 East Asia Numerical Astrophysics Meeting (Nov 
2-5, 2010, Taipei, Taiwan)  
11. Tanikawa, A. and Umemura M., Successive Merger of Multiple Massive Black Holes in a 
Primordial Galaxy, 4
th
 East Asia Numerical Astrophysics Meeting (Nov 2-5, 2010, Taipei, Taiwan) 
12. Ogiya, G., and Mori, M., Dynamical response of CDM halo to mass -loss driven by supernova 
feedback, 4^th East Asia Numerical, Astrophysics Meeting (Nov 2-5, 2010, Taipei, Taiwan) 
13. Miki, Y., Mori, M., and R. Michael Rich, The 4th East Asian Numerical Astrophysics Meeting 
(Nov 2-5, 2010, Taipei, Taiwan) 
14. Umemura, M., Computational Astrophysics with a Hybrid Simulator "FIRST", Collabor ation 
Meeting Lawrence Berkeley National Laboratory and University of Tsukuba, Japan (Feb. 24 -25, 






2. 谷川衝 , 「球状星団で形成されたコンパクト天体からなる連星の合体率」 , 国立天文台理
論研究部高エネルギーセミナー  (2010年5月27日 , 国立天文台 , 三鷹市) 
3. 川勝望 ,「銀河中心に潜む超巨大ブラックホール形成はどこまで分かったのか？」 , 第40
回天文天体物理若手夏の学校，(2010年8月2日～5日 , ホテル日航豊橋 , 豊橋市) 
4. 川勝望 ,「ALMA-AGN サイエンス」，ALMA-近傍AGN観測検討会 ,(2010年8月23日 , 国立
天文台 , 三鷹) 
5. 梅村雅之，「今後の共進化研究の戦略」，超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと銀河の
共進化：理論モデルと観測戦略（2010年9月6日～9月8日，東北大学，仙台市） 
6. 岡本崇, 「AGN フィードバックと銀河形成」, 超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと銀




7. 梅村雅之，「銀河と巨大ブラックホールの形成史」，ALMA-Subaru Workshop 2010（2010年9月
29日～10月1日，国立天文台，三鷹）  
8. 川口俊宏 , 「活動銀河核中心100pc領域に迫る」，"TMTで切り拓く2020年代の新しい天文
学"研究会  (2010年10月4-5日 , 国立天文台，三鷹市 ) 
9. 梅村雅之，「ダークマター問題と初代星の誕生」，金沢大学物理教室コロキウム（2010年10月22
日，金沢大学，金沢市）  
10. 谷川衝 , 「Successive Merger of Multiple Massive Black Holes in a Primordial Galaxy」 , 国立






13. 岡本崇，「Formation of the Local Groups satellite galaxies」，恒星進化・星形成から探る銀
河の形成・進化の研究 - 宇宙最初の星から太陽系形成まで（2011年3月2日～4日，北海道
大学，札幌市）  
14. 川勝望 , 「ガス降着による超巨大ブラックホール形成理論の現状と今後の課題」 , 日本天







Grain Formation Workshop・銀河のダスト研究会 (2010 年 9 月 2-4 日，神戸大学，神戸市) 
3. 三木洋平，森正夫，R. Michael Rich，「N体シミュレーションによるアンドロメダ・ストリーム
の解析:矮小銀河の金属量分布」，日本天文学会秋季年会（2010年9月22日～24日 , 金沢大学 , 
金沢市）  
4. 吉川耕司，吉田直紀，梅村雅之，「6次元位相空間上でのVlasov方程式の直接計算による自己重力
系の数値シミュレーション」，日本天文学会秋季年会（2010年9月22日～24日 , 金沢大学 , 金
沢市）  
5. 岡本崇，「ハロー星の性質と起源」，日本天文学会秋季年会（2010年9月22日～24日 , 金沢大
学 , 金沢市）  
6. 扇谷豪，森正夫，「断熱的重力場変動に対するダークマターハローの力学応答」，日本天文学
会秋季年会（2010年9月22日～24日 , 金沢大学 , 金沢市）  
7. 川口俊宏，森正夫，「降着円盤の放射の非等方性がダストトーラス内縁構造に与える影響」日本天
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文学会秋季年会（2010 年 9 月 22 日～24 日, 金沢大学, 金沢市） 
8. 川勝望, 白川友紀, 本多正尚, 戸田さゆり,「筑波大学「理数学生応援プロジェクト」における最先
端研究体験企画」, 日本天文学会秋季年会（2010 年 9 月 22 日～24 日, 金沢大学, 金沢市） 
9. 谷川衝 , 関口雄一郎 , 牧野淳一郎 , 「球状星団中で形成された連星中性子星の合体率」, 日
本天文学会秋季年会（2010年9月22日～24日 , 金沢大学 , 金沢市）  
10. 川勝望 , 平下博之 , 梅村雅之 ,「Blue Compact矮小銀河中心の巨大ブラックホール探査」 , 
ALMA-Subaru Workshop 2010（2010年9月29日～10月1日，国立天文台，三鷹）  
11. 谷川衝 , 「恒星の軌道運動の観測による球状星団中心の中間質量ブラックホール検出」 , 
TMTで切り拓く2020年代の新しい天文学（2010年10月4日〜5日 , 国立天文台 , 三鷹市）  
12. 川口俊宏，「JASMINEによるCyg X-1の軌道測定」，JASMINEサイエンスワークショップ
－10uasで切り拓く天文学新時代－研究会（2010年12月1日，国立天文台，三鷹市）  
13. 谷川衝 , 「大質量ブラックホール多体系でのブラックホール合体成長に伴う銀河の構造進
化」 , JASMINEサイエンスワークショップ－10μasで切り拓く天文学新時代－（2010年12
月1日 , 国立天文台 , 三鷹市）  
14. 川口俊宏，「活動銀河核の近赤外線放射モデル」，宇宙科学研究所 コロキウム (2010 年 12 月 3
日，宇宙科学研究所，相模原市) 
15. 岡本崇 , 吉川耕司 , 梅村雅之 , 「スーパーメッシュを用いた高速輻射輸送法」, 理論懇シン
ポジウム  (2010年12月20日〜22日 , 京都大学基礎物理学研究所 , 京都市) 
16. 扇谷豪，森正夫，「質量放出による重力場変動の DM ハロー中心密度分布への影響」, 第 23 回理論
懇シンポジウム, (2010 年 12 月 20 日～22 日, 京都大学, 京都市） 
17. 三木洋平，森正夫，R. Michael Rich，「Collision Tomography: the Progenitor of the Andromeda Stellar 
Stream」，第 23 回理論懇シンポジウム（2010 年 12 月 20 日～22 日，京都大学基礎物理学研究所，
京都市） 
18. 川口俊宏，「活動銀河核の近赤外線放射モデル」，京都大学宇宙物理学教室 談話会 (2011 年 1 月
7 日，京都大学，京都市) 
19. 谷川衝 , 「大質量ブラックホール多体系におけるブラックホールの合体成長－相対論的効
果の影響－」 , 初代星・初代銀河研究会2011（2011年1月26日〜28日 , 松山市）  
20. 川口俊宏，「活動銀河核の近赤外線放射モデル」，東京大学天文学教育研究センター 談話会 (2011
年，2 月 10 日，東京大学，三鷹市) 
21. 谷川衝，梅村雅之，「大質量ブラックホール多体系におけるブラックホールの成長と銀河
の進化」，日本天文学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
22. 横山貴士，梅村雅之，「非軸対称銀河ポテンシャル中における連星ブラックホールの進化」，
日本天文学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
23. 森正夫，「アンドロメダ銀河と矮小銀河の衝突シミュレーション」，日本天文学会春季年
会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
24. 三木洋平，森正夫，川口俊宏，「銀河衝突による活動銀河中心核への影響」，日本天文学
会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
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25. 濟藤祐理子，三木洋平，川口俊宏，森正夫，「Wandering Blackhole and Andromeda Stellar 
Stream」，日本天文学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
26. 岡本崇，吉川耕司，「スーパーメッシュを用いた輻射輸送計算の加速法」，日本天文学会
春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
27. 扇谷豪，森正夫，「バリオン重力場変動へのダークマターハローの力学応答」，日本天文
学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
28. 川口俊宏，森正夫，「活動銀河核からの近赤外線放射の時間変動モデル」，日本天文学会




大学 , つくば市）  
30. 土屋聖海，森正夫，新田伸也「球対称定常銀河風の解析：遷音速解の発見とその条件」，
日本天文学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
31. 中村繁幸，森正夫「銀河風と矮小銀河の形状の関係について」，日本天文学会春季年会予
稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
32. 桐原崇亘，三木洋平，森正夫「アンドロメダストリームとダークマターハローの構造」，
日本天文学会春季年会予稿集（2011年3月15日～19日 , 筑波大学 , つくば市）  
 
＜社会・国民への発信＞ 
1. 梅村雅之，「宇宙に生まれる最初の星」，全国同時七夕講演会（2010 年 7 月 3 日, 筑波大学, つくば
市） 
2. 川口 俊宏，書評（``巨大ブラックホールが引き起こす AGN 現象のすべて''，丸善），天文月報, 2011
年 1 月号 
3. 川口 俊宏，寄稿（``私の研究''），青山学院大学 総合研究所 News SOKEN，2010 年 10 月号, Vol.10-1, 
p15 
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花、乙部（原研）、G.F. Bertsch（Univ.  Washington）） 
 固体中の光学フォノンの振動数に比べてパルス長の短い超短パルスレーザーを照射した際に起
こる現象の一つにコヒーレントフォノンがある。これまでその生成メカニズムに関し現象論に基
づいて調べられてきており、ISRS（Impulsive Stimulated Raman Scattering）と DECP（Direct Excitation 
of Coherent Phonon）と呼ばれる２つのメカニズムの存在が議論されてきた。 
 我々は、時間依存密度汎関数理論に基づき、第一原理からコヒーレントフォノンの生成起源を
解明することを試みた。まず、半導体である Si を例に、異なる振動数を持つパルス光を照射した





























































P.M.Walker らの実験で得られた K 量子数が 8 のバンドにおいて、基底状態のバンドとのバンド交
差後の“シグネイチャ・スプリッティング”と呼ばれる現象がこのトンネリングのアイディアで説





（３）Gogny 力を用いた時間依存 HFB コードの開発（橋本、三藤） 
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1.  Magnetic Circular Dichroism in Real-time Time-Dependent Density Functional Theory 
K.M. Lee, K. Yabana, G.F. Bertsch 
  J. Chem. Phys. 134, 144106 (2011). 
2.  Coherent phonon generation in time-dependent density functional theory 
Y. Shinohara, K. Yabana, Y. Kawashita, J.-I. Iwata, T. Otobe, G.F. Bertsch 
Phys. Rev. B82, 155110  (2010). 
3.  First-principles Calculation of Coherent Phonon Generation in Diamond 
Y. Shinohara, Y. Kawashita, J.-I. Iwata, K. Yabana, T. Otobe, G.F. Bertsch, 
J. Phys. Cond. Matter 22, 384212 (2010). 
4.  A Massively-Parallel Electronic-Structure Calculations Based on Real-Space Density Functional Theory 
J.-I. Iwata, D. Takahashi, A. Oshiyama, T. Boku, K. Shiraishi, S. Okada, K. Yabana 
J. Comp. Phys. 229, 2339-2363 (2010). 
5.  Canonical-basis time-dependent Hartree-Fock-Bogoliubov theory and linear-response calculations 
S.Ebata, T.Nakatsukasa, T.Inakura, K.Yoshida, Y.Hashimoto, K.Yabana 
Phys. Rev. C 82 (2010), 034306 
6.  Canonical-basis TDHFB を用いた線形応答計算 
江幡 修一郎, 中務 孝, 稲倉 恒法, 吉田 賢市, 橋本 幸男, 矢花 一浩 
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   素粒子論研究 119 No.1 (電子版)(p.154-161), 大振幅集団運動の微視的理論  
7.  Linear Response Calculation Using Canonical-Basis TDHFB with a schematic pairing functional 
  S.Ebata, T.Nakatsukasa, T.Inakura, Y.Hashimoto, K.Yabana 
  Mod. Phys. Lett. A25 (2010), 2001-2002 
8.  A description of t-band in 182Os within the fully microscopic calculation,  
Y. Hashimoto and T. Horibata,   
INFORMATION Vol. 13, 569-575(2010). 
9.  Quantum mechanical efects in tilted axis rotations in 182Os,   
Y. Hashimoto and T. Horibata,   




1.  First-principles theoretical description for many-electron dynamics induced by ultrashort laser pulses 
  K. Yabana, Symposium at PACIFICHEM 2010, Honolulu, U.S.A., Dec. 15-20, 2010. 
2.  Dynamical Role of Halo Nucleons in Nuclear Reactions 
  K. Yabana, Halo 2010 Symposium, Shonan Village Center, Japan, Dec. 6-9, 2010. 
 
（B）その他の学会発表 
1.  Ab-initio description for laser-induced electron-phonon dynamics in dielectrics 
K. Yabana, 7th Int. Symp. on Ultrashort Surface Dynamics, Brijuni Isrand, Croatia, Aug. 22-26, 2010. 
2.  Systematic study of E1 mode using Canonical-basis TDHFB 
    S. Ebata, T. Nakatsukasa, T. Inakura, K. Yoshida, Y. Hashimoto, K. Yabana, French-Japanese Symposium 
on Nuclear Structure Problems, RIKEN , Jan.5-8, 2011. 
3.  The research of E1 mode using Canonical-basis TDHFB 
    S. Ebata, T. Nakatsukasa, T. Inakura, K. Yoshida, Y. Hashimoto, K. Yabana, JAPAN-ITALY EFES 
Workshop on Correlations in Reactions and Continuum, Torino, Sept. 6-8, 2010. 
4.  Linear Response Calculation using Canonical-basis TDHFB with a schematic pairing functional 
   S. Ebata, T. Nakatsukasa, T. Inakura, Y. Hashimoto, K. Yabana, Second EMMI-EFES Workshop on 
Neutron-Rich Nuclei (EENEN10), RIKEN, June 16-18, 2010. 
5.  Nonlinear collective oscillations of light nuclei in TDHFB with Gogny force 
   Y. Hashimoto, Second EMMI-EFES Workshop on Neutron-Rich Exotic Nuclei (EENEN 10)  
RIKEN, June 16 – 18, 2010. 
6.  Description of t-band in 182Os with HFB+GCM,  
Y.Hashimoto, University of Aizu-JUSTIPEN-EFES symposium “Cutting-Edge Physics of Unstable Nuclei”, 
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U. Aizu, Nov. 10-13, 2010. 
7.  Theoretical investigation for generation of coherent phonon in bulk Si 
Y. Shinohara, K. Yabana, Y. Kawashita, J.-I. Iwata, T. Otobe, G. F. Bertsch, 7-th International Symposium on 
Ultrafast Surface Dynamics USD7, Brijuni Islands, Croatia, Aug. 22-26, 2010. 
8.  Description of Coherent Phonon Generation in Dielectrics based on Real-Time TDDFT calculation 
Y. Shinohara, K. Yabana, Y. Kawashita, J.-I. Iwata, T. Otobe, G. F. Bertsch, Int. Conf. on Core Research and 
Engineering Science of Advanced Materials, Osaka Univ. May 30-June 4. 
9.  原子核移行反応・分解反応の視点 
矢花一浩, RCNP 研究会「重イオン蓄積リングの物理」、阪大 RCNP、2010 年 9 月 24－25 日 
10. 時間依存密度汎関数理論による高強度パルス光伝播の記述 
矢花一浩、篠原康、杉山健、G.F. Bertsch, 日本物理学会 2010 年秋季大会、大阪府立大学中百舌鳥キ
ャンパス、2010 年 9 月 24 日 
11. 実時間・実空間 TDDFT 法を用いた磁気円二色性の第一原理計算 
李畊旻、矢花一浩、G.F. Bertsch, 日本物理学会 2010 年秋季大会、大阪大学中百舌鳥キャンパス、
2010 年 9 月 24 日 
12. TDHF による多核子移行反応の記述に向けて 
  矢花一浩、核反応研究会、阪大 RCNP、2010 年 8 月 2－4 日 
13.  Canonical-basis TDHFB を用いた線形応答計算 
江幡 修一郎, 中務 孝, 稲倉 恒法, 吉田 賢市, 橋本 幸男, 矢花 一浩 
  「大振幅集団運動の微視的理論」研究会、 京大基研、2010 年 10 月 24-26 日 
14.  CbTDHFB による A=50 近辺までの E1 モードの研究 
  江幡 修一郎, 中務 孝, 稲倉 恒法, 橋本 幸男, 矢花 一浩、日本物理学会 2010 年秋季大会、九州
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の条件下でトンネル確率が零になる動的局在（DL）は PAT の最も特徴的な現象である。PAT や





数 100kV/cm 程度のピーク電場を有する強い THz 領域の光子場に駆動された半導体超格子を対象



















ac-ZT結合は、F1やによって変調可能であることである。 図1.1  =1 ~108.2における擬エネルギー
Eに対する過剰状態密度(ex)(E)。 



























はイオン化ポテンシャル)の適用範囲で数値計算を行った。図 2 に、静電場 122 kV/cm SL: 
35/7ML-GaAs/Ga0.75Al0.25As におけるζ=2/3 のときの DWSL の寿命(E)を示す。が大きくなる
につれて、共鳴状態のピーク位置が振動しながら、赤方偏移することが分かる。また、それに付











図1.2.  =1 ~25における擬エネルギーEに対す
るDWSLの寿命(E)。Inset: に対する共鳴位置 
の変化。 






































1.4  DFR の概念図 
1.5  1フォノン励起ラマン散乱 
筑波大学 計算科学研究センター 平成 22年度 年次報告書 
54 
 
それぞれ閉・開チャンネルとして機能し DFR が発現する。当該の n-Si の DFR は、正孔ドープし








ラロニックな過渡的準粒子生成の痕跡」と理解されている。一方、p-Si における FR は静的結合に
起因する定常的な効果であり、少なくても光子・電子相互作用は摂動として扱うことが可能であ
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図 2.2 図 2.1 のスピン渦で可能となる１６の電流パターンのうちの８つ。残りの８つは上の電流をそ
れぞれ逆向きにしたものである。 
図 2.1 ４つのスピン渦の例。４量子ビットを形成する。 










































ャル変調の影響を受けて、数十 meV のバンドギャップを有する半導体となる。 
 
 
図 3.2: 酸化シリコン上のグラフェンの構造、バンドギャップ、静電ポテンシャルの空間変調。 
 





























     
















図 1 吸収スペクトル 3.4 励起スペクトル 
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図 4.2：本研究で提案した新たなオーミック接触のモデル 
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教授 舘野 賢 










【1】RNA・タンパク質複合体系（アミノアシル tRNA 合成酵素、DNA メチル化酵素） 














 一方、DNA メチル化酵素は DNA 分子内のシトシンやアデノシンを メチル化する酵素であり、
バクテリアから哺乳類まで広く存在し、細胞分化や遺伝子制御などにおいて重要な役割を果たし
ている。Haemophilus haemolyticus が有する M.HhaI は，塩基配列 5'-GCGC-3'を特異的に認識し、
5'側のシトシンの C5 炭素原子にメチル基を付加する。Bruce らによる理論的解析によれば、Glu119
からこのシトシンの N3 原子へのプロトン移動については，エネルギー障壁 (2.2 kcal/mol) および
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【2】タンパク質の DNA 認識とその電子構造の制御機構  
 生体内においては一般に，DNA の周囲に溶媒（水分子）が存在するが，転写因子（タンパク 質）
が DNA に結合すると，DNA の一部の塩基は，転写因子によって溶媒（水）からマスクされる。 溶
媒が離れた（タンパク質が結合した）塩基の分子軌道は，エネルギー順位が変化し，一般により
不安定になることを見出した（その塩基内の分子軌道のエネルギーが上昇する）。 そこでさらに，






子構造を比較）。これらの解析は複合体全体の FullQM 計算や，一部分を取り出した QM 計算では
不可能である。  
 
【3】カチオン（プラスイオン）と Π 電子との相互作用 




















 タンパク質の構造と機能の研究の歴史の初期の段階におけるもっとも重要な研究は M. F. ペル








































に π スタッキングの再現に問題を抱えている。これは二重らせん DNA の塩基の積み重なり等に見
























一方で、電子移動について、COX は Cytochrome c から電子(e-)をもらい、金属中心(CuA, heme a)
を伝わって、反応中心である heme a3-CuB に移動する。 
 COX における反応機構を解明するには QM/MM 分子動力学法を行うことが必要であるが、その
ためにはまずその分子力場を作成することが必要である。構成アミノ酸については既に汎用力場
が存在するが、金属中心についての力場は存在しない。そのため、金属中心（CuA）に対する力




 密度汎関数法(DFT)による CuA のポテンシャル曲面と一致するように以下のポテンシャル関数
のパラメータを決定した。 
  
U  Kb r  r0 
n
bonds
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Simulations from Dynamical Electronic Structure to Reaction Network System, Annual World Congress of 
Nanomedicine 2010, Oct 23-25, Beijing, China 
6. MoonYoung Yang, Masaru Tateno, Computational investigation of catalytic mechanisms of HhaI DNA 
methyltransferase, BMB2010 (第 33 回日本分子生物学会年会 第 83 回日本生化学会大会 合同大会), 
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8. ○MoonYoung Yang, Yohsuke Hagiwara, Masaru Tateno, Computational analysis of reaction mechanisms of 
HhaI DNA methyltransferase, HhaI DNA メチル化酵素 の反応機構の計算科学的解析, 第 48 回日本
生物物理学会年会, 2010 年 9 月 20 日-22 日,東北大学. 
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genome DNA base sequences, International Conference on Computational and Systems Biology: ICCSB, 
Hangzhou, China、10/22-24. 
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（１）新奇真核生物種 Palpitomonas bilix 
パラオ共和国の海水サンプルから単離した新奇従属栄養性真核生物 Palpitomonas bilix の系統的
位置は、顕微鏡観察および 6 遺伝子配列を用いた分子系統解析からは確定することができなかっ
た（Yabuki, Inagaki, Ishida 2010）。我々は科研費基盤研究（B）「ハプト・クリプト藻類を含む新奇
巨大生物群の提唱とクロムアルベオラータ仮説の検証」（代表・稲垣；課題番号 21370031）の支
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援を受け、P. bilix の網羅的発現遺伝子（expressed sequence tag/EST）解析を行った。EST 解析には
次世代シークエンサーを用い、約 100 万リード・合計配列長 3.2 メガ塩基対の配列データを取得









TKB055 株を Tsukubamonas globosa として正式に記載した論文を発表した（Yabuki et al. 2011 
58:319-331）。また論文執筆と平行し、カナダ・Dalhousie 大学の Andrew Roger 博士との共同研究
として T. globosa の EST 解析を行った。今後 EST 解析から得た大量遺伝子配列データを用い、大
規模系統解析の準備を行う。 
一般の真核生物ミトコンドリアにくらべ、Discoba 生物群のサブグループの 1 つヤコバ類のミト
コンドリアゲノムはより多くの遺伝子をコードしており、ミトコンドリアゲノム進化を考察する





究は新学術領域研究「生命科学系 3 分野支援活動」の 2010 年度支援課題に選出され、ミトコンド
リアの部分ゲノム配列（合計 40 キロ塩基対）を決定した。今回配列を取得したミトコンドリアゲ
ノム断片には、これまでヤコバ類 Reclinomonas americana のミトコンドリアゲノムにしか発見され
ていない翻訳伸長因子 EF-Tu がコードされていた。また T. globosa ミトコンドリアゲノム断片と






（１）新奇自由生活性 Parabasalia 属メンバーNY0170 株 
沖縄県石垣島のマングローブ林底泥から新規従属栄養性真核生物 NY0170 株は、顕微鏡と小サブ




とが判明した。NY0170 株を Pseudotrichomonas keilini として正式記載した論文を発表した（Yubuki 
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1. 稲垣祐司. Residual nuclear genome of the green algal endosymbiont in the dinoflagellate Lepidodinium 




1. Trans-splicing in the intron-poor eukaryotic parasite Giardia intestinalis.（Poster） Ryoma Kamikawa, 
Yuji Inagaki, Masaharu Tokoro, Andrew J. Roger, Tetsuo Hashimoto. 12 月 7-8 日 第 26 回国際生物学賞
記念シンポジウム（茨城・つくば・つくば国際会議場） 
2. Molecular evidence for the residual nuclear genome of the green algal endosymbiont in the dinoflagellate 
Lepidodinium chlorophorum. （Poster） Takuya Matsumoto, Ryoma Kamikawa, Tetsuo Hashimoto, Yuji 
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Inagaki. 12 月 7-8 日 第 26 回国際生物学賞記念シンポジウム（茨城・つくば・つくば国際会議場） 
3. Giardia intestinalis ゲノム中の「分割」イントロン群 （Oral） 神川龍馬、稲垣祐司、所正治、Andrew 
J Roger、橋本哲男. 第 9 回分子寄生虫・マラリア研究フォーラム 10 月 7-9 日 （長崎・長崎・長
崎大坂本キャンパス） 
4. Molecular evidence for the residual nuclear genome of the green algal endosymbiont in the dinoflagellate 
Lepidodinium chlorophorum. （Oral） Takuya Matsumoto, Ryoma Kamikawa, Yuji Inagaki. 8 月 29 日
-9 月 2 日 （Universitetet i Tromso, Tromso, Norway） ISE 2010 (XIth International Colloquium on 
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6. Spliceosome-mediated trans-splicing produces the complete mRNA for heat shock protein 90 in Giardia 
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Hashimoto. 7 月 2-7 日 （石川・金沢・金沢県立美術館） ISEP XVIII 
7. Mitochondrial genome of the katablepharid Leucocryptos marina. （Poster） Yuki Nishimura, Ryoma 
Kamikawa, Takuya Matsumoto, Yuji Inagaki, Tetsuo Hashimoto. 7 月 2-7 日 （石川・金沢・金沢県立美
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8. Transcriptional difference between two nucleus-encoded plastid-targeted GAPDH genes in the 
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Takuya Matsumoto, Fumihiko Shinozaki, Tomoko Chikuni, Akinori Yabuki, Kiyotaka Takishita, 
Masanobu Kawachi, Takeshi Nakayama, Isao Inouye, Tetsuo Hashimoto, Yuji Inagaki. 7 月 2-7 日 （石川・
金沢・金沢県立美術館） ISEP XVIII 
11. Tsukubamonas globosa gen. et sp. nov.; a novel excavate flagellate possibly hold a key for the early 
evolution in "Discoba". （Poster） Akinori Yabuki, Takeshi Nakayama, Naoji Yubuki, Tetsuo Hashimoto, 
Ken-ichiro Ishida, Yuji Inagaki. 7 月 2-7 日 （石川・金沢・金沢県立美術館） ISEP XVIII 
12. Multigene phylogenies of diverse Carpediemonas-like organisms identify the closest relatives of 
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Komatsuzaki, Akinori Yabuki, Ivan Cepicka, P. Smejkalova, Jeffrey D. Silberman, Yuji Inagaki, Tetsuo 
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XVIII 
13. ストラメノパイル類における翻訳伸長因子遺伝子の進化 （Oral） 神川龍馬、橋本哲男、稲垣祐
司 3 月 19-22 日 （茨城・つくば・筑波大） 第 34 回 日本藻類学会 
14. 配列組成の極端な変化によるモデル不整合が分子系統解析に与える影響について （Oral） 石川
奏太、稲垣祐司、神川龍馬、田辺晶史、橋本哲男 3 月 19-22 日 （茨城・つくば・筑波大） 第 34
回 日本藻類学会 
15. クロロフィル a, b を持つ緑色渦鞭毛藻類 Lepidodinium chlorophorum の葉緑体起源 （Oral） 松本
拓也、瀧下清貴、篠崎文彦、千國友子、Marianne Aastebol Minge、Kamran Shalchian-Tabrizi、河地
正伸、渡邉信、井上勲、橋本哲男、稲垣祐司 3 月 19-22 日 （茨城・つくば・筑波大） 第 34 回 日
本藻類学会 
  





教授   田中博（センター勤務）、木村富士男（学外共同研究員 JAMSTEC）、 
鬼頭昭雄（学外共同研究員 気象研究所） 
准教授   日下博幸 （センター勤務）、植田宏昭（学内共同研究員） 




全球雲解像モデル NICAM（Gl=10）の 7km 解像度モデルが筑波大学の計算機システムで実行可能







ートアイランド観測を実施した。地球環境学分野として研究論文 24 編、招待講演 3 件、学会発表




（１） 複数 GCMからの談スケーリング （日下） 




測史上最大の猛暑年となった 010年 8月と同程度以上になる可能性があることがわかった。  




図１ 領域気候モデル WRF によって予測された 8 月平均気温。左図は 2010 年代の平均、中央図
は 2010 年、右図は 2070 年代の平均。 
 
【２】 NICAMを用いた突然昇温の数値実験と成層圏重力波の解析  (田中、寺崎) 
NICAMを用いて 2009年１月 15日の気象庁 20km解析値を初期値に成層圏突然常温（緑）の数値実
験を行った。その結果、波数 2 タイプの突然昇温(赤)が再現されたが、気象庁 GSM による予測(青)と比
べると昇温の程度が小さかった。ただし、極渦の西風減速という点では気象庁GSMよりもNICAMの方が















図２ 2009 年 1 月の成層圏突然昇温(緑)の NICAM による数値実験(赤)と気象庁 GSM による予測
(青）(左)。昇温ピーク時の 10hPa レベルの温度場に見られる波数 2 タイプのプラネタリー波と、
それに重なる細かいスケールの重力波(右)。 
 
【３】 ３D ノーマルモードエネルギー解析  (田中、寺崎) 
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大気大循環のエネルギーを３次元ノーマルモードエネルギー解析を、全球 7ｋｍ格子 NICAM と 20km
格子の気象庁解析データに応用した。その結果、NICAM大気の東西風と南北風については、東西波数



















図３ NICAM 大気に見られる運動エネルギーの Nastrom-Gage スペクトルと鉛直流の白色スペク
トル（左）。気象庁解析データにみられるロスビー波の-3 乗則と重力波の-5/3 乗則。Nastrom-Gage
スペクトルは両者が 400km スケールでクロスすることで説明される(右)。 
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2. 概要 



















FaultVM-SpecC を開発し，D-Cloud 環境への対応を行った． 
 
(2) 高性能・省電力・耐故障並列システムリンクに関する研究（朴, 塙） 
 ルネサステクノロジ社との共同研究により, PCI-Express gen.2テクノロジに基づく並列システム
向け相互結合網リンク PEARL の開発を行った．これを実現する通信スイッチチップのプロトタイ
プである PEACH チップの実装と実際に PC サーバ等に適用可能な PCI-Express 仕様のテストボー
ドの開発と量産を行った．これにより，過去４年間に渡り研究開発を行ってきた PEACH チップ
に基づく PEARL ネットワークの基本通信部分が完成した．  
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完成したテストボード（PEACH チップ搭載）と基本通信性能評価 
 
(3) 不均質な Ethernet トランクによる高性能・耐故障ネットワーク（朴, 塙） 








【次世代並列処理言語 XcalableMP の研究開発】（佐藤, 朴） 
 E-Science プロジェクト「並列プログラミング言語に関する研究開発 」において, 分散メモリ構




ードの性能可搬性を持つ記述が可能であることを確認した．C 言語版の XMP コンパイラ 0.5 をリ
リースし，国際会議 SC10 における HPC Challenge Class2 において Honorable Mention を受賞した． 
 
【仮想マシン環境における省電力化技術の研究とデータセンター電力ベンチマーク】（佐藤） 
 NEDO グリーン IT「エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術の研究開発／データセンタの
















(2) JLDG におけるグループ内広域ファイル共有の実現（建部, 佐藤） 
 素粒子物理研究グループとの共同研究により, 国内の素粒子物理学研究者における大規模デー















 (3) Block Krylov 部分空間反復法に関する研究（多田野） 
 複数本の右辺ベクトルをもつ連立一次方程式を高速・高精度で解くための Block Krylov 部分空
間反復法の研究を行った．これまで開発した Block BiCGGR 法は高精度近似解が生成できる一方
で，右辺ベクトル数が多い場合は残差が発散することがあった．同法よりも高い収束性を持ち，
かつ高精度近似解を生成する新たな方法を開発し，数値実験を通して解法の頑健性を示した．日
本応用数理学会 2010 年度年会においてこの解法を発表し，同学会第 7 回若手優秀講演賞を受賞し
た． 
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Cutoff Preconditioner for Semi-Sparse Linear Systems Derived from Molecular Orbital Calculations. 
JSIAM Letters, Vol. 2, pp. 41-44, 2010. 
10. H. Umeda, Y. Inadomi, Y. Watanabe, T. Yagi, T. Ishimoto, T. Ikegami, H. Tadano, T. Sakurai, and U. 
Nagashima. Parallel Fock Matrix Construction with Distributed Shared Memory Model for the FMO-MO 
Method. J. Comput. Chem., Vol. 31, Iss. 13, pp. 2381-2388, 2010. 
11. H. Tadano, Y. Kuramashi, and T. Sakurai．Application of Preconditioned Block BiCGGR to the 
Wilson-Dirac Equation with Multiple Right-Hand Sides in Lattice QCD. Comput. Phys. Comm., Vol. 181, 
pp. 883-886, 2010. 
12. 米元大我, 塙敏博, 三浦信一, 朴泰祐, 佐藤三久, "トラフィック量に適応する非対称マルチリンク
Ethernetトランキング", 情報処理学会論文誌コンピューティングシステム, Vol.3, No.1, pp.25-37, 
2010. 
13. 鈴木克典，建部修見，”PCクラスタ間ファイル複製スケジューリング”， 論文誌コンピューティン
グシステム(ACS)， 情報処理学会， Vol.3，No.3， pp.113-125, 2010. 
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14. O. Tatebe, K. Hiraga, N. Soda, "Gfarm Grid File System", New Generation Computing, Ohmsha, Ltd. and 
Springer, Vol.28, No.3, pp.257-275, 2010. 
15. V.-T. Tran, G. Antoniu, B. Nicolae, L. Bougé and O. Tatebe, "Towards a Grid File System Based on a 




1. M. Sato: Trends in Post-petascale computing -- from Japanese NGS project "The K computer" to Exascale 
computing, The 13th IEEE International Conference on Computational Science and Engineering 
(CSE-2010), Hong-Kong, 2010. 
 
（B）その他の学会発表 
1. D. Mukunoki and D. Takahashi: Implementation and Evaluation of Quadruple Precision BLAS Functions on 
GPU, Proc. Workshop on State of the Art in Scientific and Parallel Computing (PARA2010), LNCS, 
Springer-Verlag, 2010. 
2. 椋木大地，高橋大介：GPU による 4 倍・8 倍精度 BLAS の実装と評価，2010 年ハイパフォーマン
スコンピューティングと計算科学シンポジウム HPCS2011 論文週，pp.148-156, 2010. 
3. T. Sakurai, H. Tadano, T. Ikegami. A Hierarchical Parallel Eigenvalue Solver: Parallelism on Top of 
Multicore Linear Solvers. 6th International Workshop on Parallel Matrix Algorithms and Applications 
(PMAA'10), Switzerland, Jun. 2010. 
4. Y. Futamura, H. Tadano, T. Sakurai. Parallel Stochastic Estimation Method for Matrix Eigenvalue 
Distribution. 6th International Workshop on Parallel Matrix Algorithms and Applications (PMAA'10), 
Switzerland, Jun. 2010. 
5. S. Otani, H. Kondo, I. Nonomura, A. Ikeya, M. Uemura, Y. Hayakawa, T. Oshita, S. Kaneko, K. Asahina, K. 
Arimoto, S. Miura, T. Hanawa, T. Boku, M. Sato, "An 80Gb/s Dependable Communication SoC with PCI 
Express I/F and 8 CPUs", Proc. of ISSCC2011, San Francisco, CD-ROM, 2011.  
6. T. Hanawa, T. Boku, S. Miura, M. Sato, K. Arimoto, ''PEARL: Power-aware, Dependable, and 
High-Performance Communication Link Using PCI Express", Proc. of IEEE/ACM International Conference 
on Green Computing and Communitations (GreenCom2010), pp. 284-291, Hangzhou, 2010.  
7. T. Hanawa, T. Boku, S. Miura, M. Sato, and K. Arimoto, "Power-aware, Dependable, and High-Performance 
Communication Link Using PCI Express: PEARL," Proc. of IEEE International Conference on Cluster 
Computing (Cluster2010), poster, 4 pages, Creta Island, Sep. 2010.  
8. M. Nakao, J. Lee, T. Boku, M. Sato, "XcalableMP Implementation and Performance of NAS Parallel 
Benchmarks", Proc. of PGAS10, New York, 2010.  
9. J. Lee, M. Nakao, M. Sato. SC10 HPC Challenge Submission for XcalableMP (selected as a finalist of 
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HPCC Class2), SC10, New Orleans, Louisiana, USA, Nov., 2010. 
10. H. Kimura, T. Imada and M. Sato: Runtime Energy Adaptation with Low-Impact Instrumented Code in a 
Power-scalable Cluster System 10th IEEE/ACM International Symposium on Cluster, Cloud and Grid 
Computing (CCGRID2010), pp. 378-387, 2010 
11. T. Hanawa, T. Banzai, H. Koizumi, R. Kanbayashi, T. Imada, and M. Sato, "Large-Scale Software Testing 
Environment Using Cloud Computing Technology for Dependable Parallel and Distributed Systems," the 
2nd International Workshop on Software Testing in the Cloud (STITC2010), co-located with the 3rd IEEE 
International Conference on Software Testing, Verification, and Validation (ICST 2010), pp. 428-433, Apr. 
2010. 
12. T. Banzai, H. Koizumi, R. Kanbayashi, T. Imada, T. Hanawa, and M. Sato, "D-Cloud: Design of a Software 
Testing Environment for Reliable Distributed Systems Using Cloud Computing Technology", the 2nd 
International Symposium on Cloud Computing (Cloud 2010) in conjunction with the 10th IEEE/ACM 
International Conference on Cluster, Cloud and Grid Computing (CCGrid 2010), pp. 631-636, May 2010. 
13. T. Hanawa, H. Koizumi, T. Banzai, M. Sato, and S. Miura, "Customizing Virtual Machine with Fault 
Injector by Integrating with SpecC Device Model for a software testing environment D-Cloud," the 16th 
IEEE Pacific Rim International Symposium on Dependable Computing (PRDC'10), pp. 47-54, Dec. 2010. 
14. T. Hanawa, T. Boku, S. Miura, M. Sato and K. Arimoto, "PEARL: Power-aware, Dependable, and 
High-Performance Communication Link Using PCI Express", IEEE/ACM International Conference on 
Green Computing and Communitations (GreenCom2010), pp. 284-291, Dec. 2010.  
15. S. Otani, H. Kondo, I. Nonomura, A. Ikeya, M. Uemura, K. Asahina, K. Arimoto, S. Miura, T. Hanawa, T. 
Boku, M. Sato, "An 80Gb/s Dependable multicore Communication SoC with PCI Express I/F and 
Intelligent Interrupt Controller," IEEE Symposium on Low-Power and High-Speed Chips (COOL Chips 
XIV), 3 pages (regular), CD-ROM, 2011. 
16. T. Amagasa, N. Ishii, T. Yoshie, O. Tatebe, M. Sato, H. Kitagawa: A Faceted-Navigation System for QCDml 
Ensemble XML Data. 3PGCIC 2010: pp.132-139, 2010. 
17. T. Hanawa, T. Boku, S. Miura, M. Sato and K. Arimoto, "Power-aware, Dependable, and High-Performance 
Communication Link Using PCI Express: PEARL," IEEE International Conference on Cluster Computing 
(Cluster2010), poster, 4 pages, Sep. 2010. 
18. Adnan and M. Sato: Flexible Fine Grain Threads Management By StackThreads/Mp Library for OpenMP 




20. M. Tanaka, O. Tatebe, "Pwrake: A parallel and distributed flexible workflow management tool for wide-area 
data intensive computing", Proc. of ACM International Symposium on High Performance Distributed 
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Computing (HPDC), pp.356-359, 2010. 
21. 田中昌宏，建部修見, “グラフ分割による広域分散並列ワークフローの効率的な実行”，先進的計算
基盤システムシンポジウム SACSIS 2010 論文集， 情報処理学会，電子情報通信学会， pp.63-70，
2010. 
22. 鈴木克典，建部修見， “PC クラスタ間ファイル複製スケジューリング”，先進的計算基盤システム





2. 国際会議 International Conference on Supercomputing 2010 (ICS2010), Tsukuba, Jun. 2010 を開催， 
Conference General Chair（朴） 
3. 国際会議 International Workshop on OpenMP 2010 (IWOMP2010), Tsukuba, Jun. 2010 を開催，Workshop 
General Chair（佐藤） 
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る Semi-Active Standby 方式を提案した．これは，各分散ノード間の通信にバッチ処理を導入する
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 P2P システムにおける多次元データ管理を目的としたフレームワークである Multi-Ring Content 
Addressable Network (RCAN)の研究を引き続き行うと共に，P2P 環境における効率的集約処理を目
的とした Application Level Aggregation and Multicast (ALAM)の提案を行った． 
 RCAN では，多次元データ空間を空間分割し，各ピアがそれぞれの領域に対応するデータを管
理する方式をとる．RCAN の特徴は，データ自身のもつ特徴空間で領域分割を行うことと，
O(logN)本（ただし，N はピア数）の遠方のピアに対する Long Link を有する点にある．データ自
身のもつ特徴空間で領域分割を行うことによりデータの局所性が維持されることと，問合せ処理
に Long Link を利用することにより，多次元データに対する範囲検索や近傍検索等の空間問合せ
を効率的に実行することができる．また，新たなノードの追加の際に Long Link を利用して過負
荷となっているピアを探索することで，ピア間での負荷分散を行うことが可能となっている．ピ














































PDB 外れ値 (Probabilistic distance-based outlier)の概念を定式化すると共に，セル構造を用いた効
率的な PDB 外れ値の検出手法を提案した． 
 





が提案されている．k 近傍問合せ(k-Nearest Neighbor Query)，範囲問合せ(Range Query)，逆最近傍
問合せ(Reverse Nearest Neighbor Query)などはその例である．しかし，問合せ点から遠傍に存在す
るデータの検索，特に，逆最遠傍(Reverse Furthest Neighbors; RFN)の問合せ処理あまり注目されて
いなかった． 










 Web 上の標準データフォーマットとして利用されている XML (Extensible Markup Language)，メ
タデータ記述の枠組みである RDF (Resource Description Framework)に関する研究を行うとともに，
オープンな環境でのデータ利用に書かせないデータプライバシーの研究を行った．  
 
（１）XML データに対するファセット検索（天笠，北川）[P10, P20, A1, A5] 













筑波大学 計算科学研究センター 平成 22年度 年次報告書 
112 
 
た．この内容が高く評価され，情報処理学会平成 22 年度山下記念研究賞を受賞した． 
 
（２）効率的な推論を可能にする RDF フォーマットに関する研究（天笠，北川）[C12, A3] 











元となる問合せを RDF Packages 向けに書き換えすることで，元データに復元することなく処理が
可能である．この成果が高く評価され，iiWAS2010 において Best Paper Award を受賞した． 
 
（３）プライバシー保護検索技術（天笠，北川）[J3, C7, P3, P5, A2] 
 クラウド環境の一般化に伴い，クラウド上にデータベースをサービスとして委託する DAS 





技術の一種である，OPES (順序保存暗号化法，Order-Preserving Encryption Scheme) を拡張し，あ
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 経済産業省が所有する ASTER データより，産総研 GEO Grid で処理された ASTER データ β
を用いて提案手法を実験的に評価した．その結果，提案手法は従来手法より 1.5～2 倍程度の適合
 





（３）格子 QCD アンサンブル XML のファセット検索（天笠，北川）[C8] 



















J1. 塩川 浩昭, 北川 博之, 川島 英之, 渡辺 陽介, "分散ストリーム処理システムにおける高信頼化方
式の提案" 電子情報通信学会論,Vol.J93-D, No.6, Jun. 2010． 
J2. Tsubasa Takahashi, Hiroyuki Kitagawa, and Keita Watanabe, "Social Bookmarking Induced Active Page 
Ranking", IEICE Transactions Vol.E93-D, No.6, pp.1403-1413, Jun. 2010． 
J3. Hasan Kadhem, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa,   "MV-OPES: Multivalued-Order 
Preserving Encryption Scheme: A Novel Scheme for Encrypting Integer Value to Many Different Values,"  
IEICE Trans. Info. & Syst., Vol. E93-D, No. 9, pp.2520-2533, Sept. 2010. 
J4. Imam Machdi, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "Parallel Holistic Twig Joins on a Multi-core 
System," International Journal of Web Information Systems (IJWIS), Vol. 6, No. 2, pp. 149-177, 2010.  
J5. 山口祐人，天笠俊之，高橋翼，北川博之，“情報伝搬を考慮したグラフ分析による Twitter ユーザ
ランキング手法”，情報処理学会論文誌データベース，Vol. 4, No. 2 (TOD50), pp. 142-157, 2011. 
（２）国際会議論文 
C1. Hiroyuki Kitagawa, Yoshiharu Ishikawa, Qing Li, and Chiemi Watanabe (eds.), Database Systems for 
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Advanced Applications (Proc. 15th International Conference on Database Systems for Advanced 
Applications (DASFAA 2010)), Part I, April 2010. 
C2. Hiroyuki Kitagawa, Yoshiharu Ishikawa, Qing Li, and Chiemi Watanabe (eds.),  Database Systems for 
Advanced Applications (Proc. 15th International Conference on Database Systems for Advanced 
Applications (DASFAA 2010)), Part II, April 2010. 
C3. Takashi Takagi, Hideyuki Kawashima, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "Providing 
Constructed Buildings Information by ASTER Satellite DEM Images and Web Contents", Proc. Data 
Intensive eScience Workshop (DIEW 2010) (DASFAA2010 Workshop), LNCS 6193, pp. 81-92, April 
2010. 
C4. Hiroaki Shiokawa, Hiroyuki Kitagawa, and Hideyuki Kawashima, "A-SAS: An Adaptive 
High-Availability Scheme for Distributed Stream Processing Systems",  Proc. 3rd. International 
Workshop on Sensor Network Technologies for Information Explosion Era (SeNTIE 2010), Kansas City, 
Missouri, USA, pp. 413-418, May 23-26, 2010. 
C5. Jianquan Liu, Hanxiong Chen, Kazutaka Furuse, and Hiroyuki Kitagawa, "An Efficient Algorithm for 
Reverse Furthest Neighbors Query with Metric Index", Proc. 21st International Conference on Database 
and Expert Systems Applications (DEXA2010), Bilbao, Spain, August 30-September 3 2010. 
C6. Hang Shi, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "Fast Detection of Functional Dependencies in 
XML Data", Proc. 7th International XML Database Symposium (XSym2010), Singapore, pp. 113-127, 
September 13-17, 2010. 
C7. Hasan Kadhem, Toshiyuki Amagasa, Hiroyuki Kitagawa  "A Secure and Efficient Order Preserving 
Encryption Scheme for Relational Databases," Proc. International Conference on Knowledge 
Management and Information Sharing (KMIS 2010), Valencia, Spain, October 25-28, 2010. 
C8. Toshiyuki Amagasa, Noriyoshi Ishii, Tomoteru Yoshie, Osamu Tatebe, Mitsuhisa Sato, and Hiroyuki 
Kitagawa,  "A Faceted-Navigation System for QCDml Ensemble XML Data", Proc. International 
Conference on P2P, Parallel, Grid, Cloud and Internet Computing (3PGCIC), Nov. 2010, pp.132-139. 
C9. Hideyuki Kawashima, Hiroyuki Kitagawa, and Xin Li, "Complex Event Processing over Uncertain Data 
Streams", Proc. International Conference on P2P, Parallel, Grid, Cloud and Internet Computing 
(3PGCIC), Nov. 2010, pp.521-526. 
C10. Mariko Kamie, Takako Hashimoto, Hiroyuki Kitagawa, "Topic-Based Awareness Computing Model for 
Video-Sharing Service",ISAC 2010-2nd International Symposium on Aware Computing, National Cheng 
Kung University, Tainan, Taiwan, Novenber 1-4, 2010. 
C11. Ngo Sy Viet Phu, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "Extracting XML Data from the Web", 
Proc. 12th International Conference on Information Integration and Web-based Applications & Services 
(iiWAS2010), Paris - France November 8-10, 2010. 
C12. Shohei Ohsawa, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa,  "RDF Packages: A Scheme for Efficient 
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Reasoning and Querying over Large-Scale RDF Data", Proc. 12th International Conference on 
Information Integration and Web-based Applications & Services (iiWAS2010), Paris - France November 
8-10, 2010. 
C13. Yuto Yamaguchi, Tsubasa Takahashi, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "TURank: Twitter 
User Ranking based on User-Tweet Graph Analysis", Proc. 11th International Conference on Web 




I1. 北川博之, 「ユビキタス・センサネットワークを支えるデータストリーム処理」,  情報処理学
会ユビキタスコンピューティングシステム研究会(UBI)第 27 回研究発表会，筑波大学 計算科学
研究センター， 2010 年 7 月 15 日～7 月 16 日 
 
（Ｂ）その他学会発表 
P1. 川島英之，北川博之，佐藤 亮, 「確率推論を有する関係データストリーム処理エンジンの設計」,  
情報処理学会ユビキタスコンピューティングシステム研究会(UBI)第 27 回研究発表会，筑波大
学 計算科学研究センター， 2010 年 7 月 15 日～7 月 16 日 
P2. 阿部泰芽，川島英之，北川博之, 「データストリーム永続化処理の適応的最適化」,  情報処理
学会ユビキタスコンピューティングシステム研究会(UBI)第 27 回研究発表会，筑波大学 計算科
学研究センター， 2010 年 7 月 15 日～7 月 16 日. 
P3. Hasan Kadhem, Toshiyuki Amagasa, Hiroyuki Kitagawa"A Secure and Efficient Order Preserving 
Encryption Scheme for Relational Databbases," The 2nd International Workshop with Mentors on 
Databases, Web and Information Management (iDB Workshop 2010), pp.90-99, Tokyo, Japan, August 
2-4, 2010. 
P4. Djelloul BOUKHELEF and Hiroyuki KITAGAWA，"Application Level Aggregation and Multicast in 
Peer-to-Peer Systems" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 
2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日 
P5. Hasan KADHEM, Toshiyuki AMAGASA, Hiroyuki KITAGAWA， "Optimization Techniques for Range 
Queries in the Multivalued-Partial Order Preserving Encryption Scheme" 第 3 回データ工学と情報マ
ネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P6. 劉健全，陳漢雄，古瀬一隆，北川博之， "任意位置クエリに適用可能な効率的逆最遠傍検索" 第
3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1
日. 
P7. 阿部泰芽，川島英之，北川博之， "書込み処理の遅延化と動的制御によるストリームデータの
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永続化" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27
日～3 月 1 日. 
P8. 郭楽，北川博之，天笠俊之， "不確実データ集合に対する距離に基づく外れ値検出" 第 3 回デー
タ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P9. KOUASSI Koffi Eli, Toshiyuki AMAGASA, Hiroyuki KITAGAWA， "An Efficient Probabilistic Latent 
Semantic Indexing using GPGPU" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P10. 駒水孝裕，天笠俊之，北川博之， "キーワード検索が可能な XML データに対するファセット探
索" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～
3 月 1 日. 
P11. 塩川浩昭，北川博之，川島英之，"高信頼化を考慮した分散ストリーム処理の問合せ最適化方式
" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3
月 1 日. 
P12. 高橋翼，川島英之，北川博之， "ストリーム処理システムにおける映像データ管理機構" 第 3
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P13. 寺島慎太郎，天笠俊之，北川博之， "XML データにおける類似極大部分木の効率的な探索" 第
3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1
日. 
P14. 渡邊桂太，天笠俊之，北川博之， "ソーシャルブックマークにおける時系列分析とグラフ構造
解析を用いたスパマー検出" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 
2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P15. 山口祐人，天笠俊之，北川博之， "リストを用いた Twitter ユーザのタグ付け手法" 第 3 回デー
タ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P16. 金子静花(お茶大)，渡辺知恵美(お茶大)，天笠俊之， "Semi-ShuffledBF:ブルームフィルタを用い
た安全かつより高速なプライバシ保護検索手法の提案" 第 3 回データ工学と情報マネジメント
に関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日. 
P17. 太田壮祐，森嶋厚行，天笠俊之， "関数従属性と包含従属性を用いた XML-RDB マッピング" 第
3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1
日. 
P18. 宇井敬一朗，天笠俊之，北川博之， "単語の専門性に着目した気象学論文データベースからの
専門語抽出" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P19. 于美麗，天笠俊之，北川博之， "レコード間の相関を用いた Web 情報統合方式の評価" 情報処
理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P20. 駒水孝裕，天笠俊之，北川博之， "XML データに対するファセット検索のユーザビリティ評価
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" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P21. 王春永，川島英之，北川博之， "地球観測衛星データと Web コンテンツの統合による新築建造
物および地形変化の検出" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P22. 張帆，天笠俊之，北川博之， "プライバシーを保護したオントロジーマッピング手法" 情報処理
学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日 
P23. 小山田昌史，川島英之，北川博之， "ストリーム処理エンジンと主記憶 DBMS の統合利用方式" 
情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P24. 小澤佑介，天笠俊之，北川博之， "GPGPU を用いた不確定データベースからの高速な頻出アイ
テムセット抽出" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P25. 添野隆之，天笠俊之，北川博之，"確率的スキーママッチングによる複数 XML データに対する
問合せ" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P26. 高橋毅，天笠俊之，北川博之， "相関ルールに基づく外れ値検出手法を用いたユーザレビュー
情報の分析".情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P27. 冨山克裕, 川島英之, 北川博之， "移動軌跡ストリームに対する連続的 k-匿名化技法" 情報処理
学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P28. Qiu Qianru, Hideyuki Kawashima, Hiroyuki Kitagawa， "Parallel Distance Based Outlier Detection in 
Very Large Datasets" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
P29. 小山田昌史，川島英之，北川博之， "ストリームに起因する連続的トランザクション呼び出し
の効率化"，信学技報, vol. 111, no. 76, DE2011-2, pp. 7-12, 2011 年 6 月. 
P30. 小澤佑介，天笠俊之，北川博之， "GPGPU を用いた不確定データベースからの高速な頻出アイ
テム集合マイニング", 信学技報, vol. 111, no. 76, DE2011-9, pp. 49-54, 2011 年 6 月.  
 
（４）受賞 
A1. 平成 22 年度山下記念研究賞受賞：駒水孝裕，「異種 X データに対するファセット検索手法の提
案」情報処理学会デジタルドキュメント研究会． 
A2. Best Student Paper Award：Hasan Kadhem, Toshiyuki Amagasa, Hiroyuki Kitagawa, "A Secure and 
Efficient Order Preserving Encryption Scheme for Relational Databbases," Proc. International 
Conference on Knowledge Management and Infromation Sharing (KMIS 2010), Valencia, Spain, 
October 25-28, 2010. 
A3. Best Paper Award：Shohei Ohsawa, Toshiyuki Amagasa, and Hiroyuki Kitagawa, "RDF Packages: A 
Scheme for Efficient Reasoning and Querying over Large-Scale RDF Data", Proc. 12th International 
Conference on Information Integration and Web-based Applications & Services (iiWAS2010), Paris - 
France November 8-10, 2010. 
A4. 最優秀インタラクティブ賞：塩川浩昭，北川博之，川島英之，"高信頼化を考慮した分散ストリ
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ーム処理の問合せ最適化方式" 第 3 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム
(DEIM 2011), 2011 年 2 月 27 日～3 月 1 日.. 
A5. 学生奨励賞：駒水 孝裕, 天笠 俊之, 北川 博之，"XML データに対するファセット検索のユー
ザビリティ評価"情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
A6. 学生奨励賞：冨山克裕, 川島英之, 北川博之，"移動軌跡ストリームに対する連続的 k-匿名化技
法" 情報処理学会 第 73 回全国大会, 2011 年 3 月 2 日～3 月 4 日. 
 
（５）その他成果デモ展示 
E1. イノベーション・ジャパン 2010（主催：JST, NEDO）：「ストリームクラウド基盤のための大規
模センサデータ処理 
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ば GPS 等が利用できない環境でも利用可能である。（主な研究費：厚生労働省 障害者保健福祉推
進事業（障害者自立支援機器等研究開発プロジェクト）「画像・GPS 等のセンサ統合による日常利
用可能な屋内外視覚障害者歩行支援システムの開発」（研究代表者 静岡県立大学 石川准、研究分









































































































































      


















































         
想定するインタビュー状況                  画像解析の概念 
  (左：Micro Expression, 右：サーマル画像） 
 
















        






















   
 




1. Real-Time Soccer Player Tracking Method by Utilizing Shadow Regions ; Nozomu Kasuya, Itaru 
Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Proceedings of ACM Multimedia 2010, pp.1319-1322 
(2010.10) 
2. Image Retrieval of First-Person Vision for Pedestrian Navigation in Urban Area; Yoshinari Kameda, 
Yuichi Ohta, Proceedings of IAPR 20th International Conference on Pattern Recognition 
(ICPR2010), pp.364-367 (2010.8) 
3. See-Through Vision: A Visual Augmentation Method for Sensing-Web; Yuichi Ohta, Yoshinari 
Kameda, Itaru Kitahara, Masayuki Hayashi, Shinya Yamazaki,  International Conference on 
Information Processing and Management of Uncertainly in Knowledge-Based Systems (IPMU2010), 
10 pages,  (2010. 6) 
4. 3D Free-Viewpoint Video Capturing Interface By Using Bimanual Operation; Tetsuya Watanabe, 
Itaru Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Proceedings of 3DTV Conference 2010, 4 pages 
(2010.6) 
5. A Comparison Between Two 3D Free-Viewpoint Generation Methods - Player-Billboard AND 3D 
Reconstruction -; Tetsuya Shin, Nozomu Kasuya, Itaru Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, 
Proceedings of 3DTV Conference 2010, 4 pages (2010.6) 
6. An Installation of Privacy-Safe See-Through Vision; Masayuki Hayashi, Ryo Yoshida, Itaru Kitahara, 
Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, ELSEVIER, Procedia - Social and Behavioral Sciences, 2, 1, 




1. Perceptually Correct と Physically Correct -自由視点映像・複合現実感におけるモデル表現-;大田
筑波大学 計算科学研究センター 平成 22年度 年次報告書 
130 
 
友一， 第 13回 画像の認識・理解シンポジウム（MIRU2010)プログラム,釧路，(2010.7) 
2. 「新たな飛躍に向けて、いま何をすべきか？～SIG-MR，ISMAR の 10 余年を振り返って」;竹村治
雄, 大田友一, 田村秀行, 横矢直和, 日本バーチャルリアリティ学会誌, 15, 2, pp.8-15 (2010.6) 
 
（B）その他の学会発表 
1. 影を用いた選手位置推定法の高さ情報を用いた改善; 糟谷望 , 北原格, 亀田能成, 大田友一, 
電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.105 (2011.3) 
2. MR-Mirror における両眼視差による立体映像提示の検討; 佐藤秀昭, 北原格, 大田友一, 電子情
報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.120 (2011.3) 
3. 屋外における複合現実型ジオラマモデルの位置操作・表示方式; 林将之, 北原格, 亀田能成, 大
田友一, 電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.117 (2011.3) 
4. Infrared and Visible Spectrum Camera Calibration; Senya Polikovsky, Yoshinari Kameda, Yuichi 
Ohta, 電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.104 (2011.3) 
5. 複合現実感技術を用いた３次元描画方式の検討; 佐々川雄貴, 北原格, 大田友一, 電子情報通
信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.128 (2011.3) 
6. 環境ステレオカメラ画像とモバイルカメラ画像の対応点探索手法; 水流 弘達 , 北原格, 大田友一, 
電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.116 (2011.3) 
7. 複合現実感型試着システムのための色合わせ法; 出嶋 康之, 大田友一, 北原格, 電子情報通信
学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.118 (2011.3) 
8. 仮想環境を用いた照明計画支援システム; 徳本晋之介, 北原格, 大田友一, 電子情報通信学会
2011年総合大会講演論文集, 2, p.121 (2011.3) 
9. 記録された歩行者の様子の複合現実型圧縮提示; 長島 正典, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 電
子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.108 (2011.3) 
10. カメラと人物との間の距離に依存しないグラフ構造特徴量の一検討; 並木重哲, 亀田能成 , 大田
友一, 電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.184 (2011.3) 
11. 遠隔協調型複合現実感における距離画像を用いた物体の立体提示; 王ジン, 北原 格, 大田友一, 
電子情報通信学会 2011年総合大会講演論文集, 2, p.119 (2011.3) 
12. 動的シーンにおける環境ステレオカメラ画像を用いたモバイルカメラの位置・姿勢推定; 水流弘達, 
北原格, 大田友一, 動的画像処理実利用化ワークショップ DIA2011, 4 pages (2011.3) 
13. MR-Mirror : 鏡像を用いた仮想世界と現実世界の融合提示; 佐藤秀昭, 北原格, 大田友一, 電子
情報通信学会 技術研究報告MVE , 110, 381, pp.341-346 (2011.1) 
14. 直感的で正確な自由視点映像撮影インタフェースの開発; 渡邊哲哉, 北原格, 亀田能成, 大田友
一, 第 18回インタラクティブシステムとソフトウェア利用に関するワークショップ(WISS2010), 2 pages 
(2010.12) 
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15. 運動視差を再現した鏡の中の仮想世界と現実世界の融合提示; 佐藤秀昭, 北原格, 大田友一, 
第 18 回インタラクティブシステムとソフトウェア利用に関するワークショップ(WISS2010), 3 pages 
(2010.12) 
16. 街中での歩行者カメラによるオンライン位置推定のための検討; 亀田能成, 大田友一, 画像の認
識・理解シンポジウム 2010論文集(MIRU2010), 6 pages (2010.7) 
17. 見え方の時間的な変化を考慮した環境カメラ画像群の色合わせ手法; 宇津野雄亮, 北原格, 大田
友一, 画像の認識・理解シンポジウム 2010論文集(MIRU2010), pp.1815-1820 (2010.7)  
18. Detection and Measurement of Facial Micro-Expression Characteristics for Psychological Analysis; 
Senya Semion Polikovsky, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, 信学技報 IEICE Technical Report 
PRMU, 110, 97, pp.57-64 (2010.6) 
19. 歩行者視点カメラによる歩行者位置オンライン推定の取り組み; 亀田能成, 大田友一, 信学技報 
IEICE Technical Report PRMU, 110, 27, pp.67-72 (2010.5) 
20. Maneuvering of Virtual Diorama for Finding Attention in Wide Area Outdoor Workspace ; 
Masayuki Hayashi, Itaru Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Proceedings of the 3rd 
Korea-Japan Workshop on Mixed Reality (KJMR2010), pp.71-80 (2010.4) 
21. MR-Mirror:A Method to Merge Real and Virtual World by Using Mirror Metaphor; Hideaki Satoh, 
Itaru Kitahara, Yuichi Ohta, Proceedings of the 3rd Korea-Japan Workshop on Mixed Reality 
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